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１ 整備状況について

項目 国の指標 整備状況

学習者用コンピュータ 児童生徒1人1台 児童生徒１人１台

指導者用コンピュータ 授業を担任する教員1人1台 県費負担教職員１人１台

大型提示装置 普通教室１台 普通教室１台＋ミラキャスト

実物投影機 特別教室用として６台 特別教室用として６台

学校通信ネットワーク 高速大容量の通信ネットワーク
１００％

整備済み
※通信容量に課題

統合型校務支援システム １００％配備 未整備

ＩＣＴ支援員 ４校に１人配置 ２１校に対して２人配置

その他の整備状況
・Ｗｉ-Ｆｉルーター１６０台（Ｗｉ-Ｆｉ環境のない世帯の児童生徒へ貸与）
・指導者用デジタル教科書（算数・数学、外国語、理科）
・オンラインドリル（ラインズ eライブラリアドバンス）
・授業目的公衆送信補助金制度（サートラス）
・フィルタリングソフト（クラウド上でのフィルタリング）
・Ｌ－Ｇａｔｅ（今後の学力テストＣＢＴ化に対応した学習ポータル）
※CBT：Computer Based Testing
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２ 学校におけるＩＣＴ活用場面 文科省「教育の情報化の手引き」より
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（１）A1 教員による教材の提示

ハードウェア
タブレット端末、大型提示装置、ミラキャスト（無線による接続）

ソフトウェア
指導者用デジタル教科書（算数・数学、英語、理科）

指導者用デジタル教科書を
活用した問題の提示

オンライン授業での生徒の画面
（デジタル教科書）

カメラ機能を使った演示

３ 授業での活用場面
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（２）B1 個に応じる学習 B2 調査活動

ハードウェア
タブレット端末

ソフトウェア等
デジタルドリル（ラインズeライブラリ）、QRコード読み取り機能

デジタルドリルの応用問題
への取組

理科の授業での調べ学習 図工の授業による個別課題への取組
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（３）B3 思考を深める学習 B4 表現・制作 B5 家庭学習

ハードウェア
タブレット端末

ソフトウェア
デジタルドリル（ラインズeライブラリ）
Word、PowerPoint、カメラ等

録画機能を使った技能の習得 観察日記の作成

思考を深めるためのシュミレーション
などのデジタル教材についての検討や
家庭学習でのデジタルドリル以外での
活用について今後の課題である。
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（４）C１ 発表や話合い

ハードウェア
タブレット端末、大型提示装置、ミラキャスト（無線による接続）

ソフトウェア
PowerPoint、カメラOneNote 等

調べた結果の発表小グループによる話合い 子供のノートを撮影し、それを
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（５）C２ 協働での意見整理 C3 協働制作 C4学校の壁を超えた学習

ハードウェア
タブレット端末、大型提示装置、ミラキャスト

ソフトウェア
PowerPoint、Word、Excel等

グループによる課題解決 オンラインによる職場見学 オンライン学習
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（６） その他の場面

ICT支援員による授業支援 上級生による教え合い

集会等、学校行事への活用授業参観への活用

授業配信設備
（タブレット、タブレットスタンド、
大型提示装置）
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４ 成果と課題

課題
（１）学習者用デジタル教科書の普及や全国学力学習状況調査のオンライン化に向

けた通信環境整備
対応：通信容量の大きい接続サービスへの変更

（２）タブレット端末等を活用した個別最適な学びと主体的な学びを実現するさら
なる工夫改善

対応：ICT支援員と連携した活用支援、指導主事等の学校訪問での指導、助言
活用頻度の高い学校の実践の共有

（３）家庭学習での活用や有効なソフトウェアについての検討
対応：教科の特性に応じたアプリの検討と予算の確保

成果
・オンライン授業について市内全校で実施できる体制が整えられ、実践できている。
・児童生徒の興味関心を高めるための課題や資料提示での活用が定着しつつある。
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